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ⅠⅠ．素粒子実験グループ   
近藤部費、滝川絃治、宮下茂幸、金屑弘、中野逸菜、安岡聖、庶和彦、高野幹男、   
二宮真理子、猪野隆  







な解析結果を以下に示す。   
a）トップ・クオークの探索   
トップ・クオークは、ヒッグス粒子と共に、標準理論の検証に不可欠でありながら確認されていない粒  
子で、これまで多くのe’e－コライダー実験（PEP、PETRA、TRISTAN）及びCERNのppコライダー実験  
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b）bクオークの物理   
bクオークの生成断面積を次の崩壊モードで測定した。拗B士→Ⅹ士＋J／中：J／中→両‾伽BO→ピ●＋  
J丹田pp→bX→成t（13，（に氾イベント）紳もⅩ→即DOx㈱押→bX→匹Ⅹ－。㈲は14．1士4．3イベントが  
測定された。これよりB中間子とボトム・クオータの生成断面積として以下が得られた。   
♂（押→BX；PT＞ 9G前世JT＝＜1．0）己2．男±0．9（弛t）士1．1（SySt）匝  
J（押→bX；PT＞11．5GeV払rTll＜1．0）＝6．1土＝±ヱ．叫b。  
仲）、（C）、（の、（e）のモードでのbクオークの生成断面積の即定結果は上図右に示される。この測定結果は、  
12－   
一棟に50％程度、理論曲線よりも高くなっている【文献5〕。   










想曲線と一致している［文献ユ】。   





明される。超対称性粒子q，gがカスケード崩壊モード   
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－13T   
工2】超伝導・超コライダーでの実験のための基庫研究   
米国で計画中のSSC加速蕗に据え付けるSDC検出器の中央カロリーメータのためにタイル／フ丁イバー  
塾カロリーメータの開発研究を継続した。  





た。ファイバーの曲率半径を変え透過光量の安定性をテストをした（下図左）。   




たコネクターを用いる方法も開発し、熟融着に近い性能を得た。取り外しの必要な部位で使用できる。   
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D耶C（M一山）   
各種タイル／フ丁イバーの放射線耐性  
（4）光電子倍増管および高圧電波内蔵ペース、および性能評価試験用システムの開発   
6段の光電子増倍管に連合する高電圧発生装置内蔵ペースを試作した．従来のものよりノイズが1／10以  
下のものが製作された。光電子倍増管の応答直線性の評価のためにLEDを光源とし6桁の領域に亘って応  










る。それらについて少し詳しく述べる。   
弱電磁相互作用：増強計画で追加された遷移掃射検出器の助けを得て、より精度よく電子同定を行Vl、  
重クオーク生成過程での前後方非対称を測定し、標準模型の計算とよい一致をみた。また、D♯生成断面  
掛こ関しても質量分布の方法を用いて測定された。   
クオーク・グルーオン相互作用の性質：pl個の明g事象と221個の唄丁事象を比較することによって、グ  
ルーオンジェットとクオークジェットに違いがあるかどうかを調べた。その結束は、グルーオンジェット  
はクオークジェットよりソフトに見えることを示した。   
二光子相互作用：包含電子を用いて二光子過程でのcクオークの生成が研究され、クオーク㌧パートン  
模型とグルーオン・†フュージョン過程の和から予想されるよりも鮨3倍多く cクオーク事象が検出され  
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大原健「シンテレーティングタイル・ファイバーカロリメーターのタイル厚み計測システムの開発」   
岡部正和「SDCシンナレーティング・タイル／ファイバー・カロリメーターの光学最適化」   
高田強 「BM巳弧nStudyatCDF」   
佐藤博之「重心エネルギー1．きTcV陽子・反陽子衝突におけるWT生成の研究」   
林英一郎「シンナレーティングタイル／ファイバーカロリーメータの製作と開発」  
理工学研究科修士論・文   
浅川高史「CDFプラグ電砲カロリーメータに用いるシンナレーティングタイル／フ7イバーの光学的  
特性と品質管理」   
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